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中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向を踏まえ、平成１８年５月２２日の決算発表時に公表いたしました平成１９年

３月期（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）中間期業績予想を、下記のとおり修正いた

しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成１９年３月期中間業績予想数値の修正 

（１）連 結 
 （単位：百万円） 

  
売上高 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） １５，４００ ４３０ ２３０

今回修正予想（Ｂ） １５，４００ ５８０ ３００

増減額（Ｂ―Ａ） ― １５０ ７０

増減率（％） ― ３４．９ ３０．４

前期実績（平成18年3月期中間期） １５，１７３ ３６０ ２１１

 
（２）個 別 

（単位：百万円） 

  
売上高 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） １４，４００ ３７０ ２００

今回修正予想（Ｂ） １４，４００ ４９０ ２６０

増減額（Ｂ―Ａ） ― １２０ ６０

増減率（％） ― ３２．４ ３０．０

前期実績（平成18年3月期中間期） １４，０４０ ３２３ １６８

 
（３）中間業績予想修正の理由 

売上高につきましては、当初の計画通り順調に推移しております。 

収益面では、当初の計画に対して新製品の市場導入の前倒しおよび既存製品規格の見直しに

よる収益増加、販売費および一般管理費のローコストオペレーションに努めた結果、連結・個

別ともに当初予想を上回る見通しとなったため、中間期の連結・個別業績予想を修正いたしま

す。 

なお、通期の業績予想につきましては、下期における原材料価格の高騰も懸念されており、

また、内部統制システム構築に伴う情報システム関連支出、および、埼玉工場の生産設備更改

を新たに計画中であるため、平成１８年５月２２日に発表いたしました予想数値からの変更は

ございません。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり 

   ます。実際の業績は今後、様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 
 以 上 


